
国内の様々な業界で人手不足が叫ばれていますが、

そのなかでも群を抜いて大変なのが私たち老人介護業

界です。メディアを通じて喧伝される情報は「仕事がキ
ツイ」「責任が重い」「人間関係が悪い」「給料が安い」

こんなことばかりです。老健の仕事には魅力がたくさんあ
りますが、こんな情報ばかり溢れていると若い世代がなか
なか老人介護業界に就職してくれません。

なんとかしなければと悩み奮闘を続ける日々ですが、

老健職員の給料を上げるためには国の仕組みを変える
必要があり、容易なことではありません。もう少し別なアプ
ローチはないものでしょうか？

私は老健の医者になって24年になりますが、幸いにも
我が施設では多くの職員が長く働いてくれています。介

護長、事務長、各職種のリーダー達が、職員の心のケア
をしっかり行ってくれていることが大きな理由ですが、私自

身の取り組みとしては、全職種が平等な立場で老人介

護に取り組むこと、施設の収益を優先して職員に過大な
負担をかけないこと、などを心がけています。それと同時

に髪型服装を自由にしていることが職員定着の一助に
なっていると思います。

老人介護の仕事に興味を持つ心優しいティーンエイ
ジャーは、全国にはそれなりにいるハズです。そんな18

才が就職を考えて老健施設のリーフレットを眺めると、そ
こには黒髪を引っ詰めた女性職員や、坊主頭の男性職

員がダサいポロシャツを着て、仕事に励んでいる写真が
掲載されています。それを観た瞬間「ここでは働きたく
ない」と思ってしまうかもしれません。そんなことで貴重

な老健就職希望18才を失っても良いのでしょうか？

「老健職員が金髪なんてありえない」「福祉の仕事は
地味なルックスがふさわしい」そんな声も聞こえてはきま
すが、私自身ロン毛の医者として30年以上診療を続けて

きました。病院勤務時代には私の外見に苦言を呈する
管理職の方はいましたが、私の許に多くの患者さんが集

まっていたので自分のスタイルを貫いてきました。

施設長が金メッシュ入りロン毛の我が施設では、職員

の髪色は金、茶、ピンク、緑、青、オレンジなどカラフルで
す。利用者の皆さまも職員の髪型髪色の変化を愉しみ
にされており「今度のカラーリング素敵！」と云った声は
アチコチから聞こえてきます。ご家族の方からは職員の
誠意ある仕事ぶりを褒めて頂くことはあっても、髪型に関

する苦情は一度も聞いたことがありません。

髪型自由の我が施設ですが、ヘアースタイルに関して
NGが3つあります。不潔なこと、仕事の邪魔になること、

そしてダサいことです。外見に気を使わずボサボサアタ
マの職員には「もっとカッコ良くして。金髪似合いそうだ
よ。」と云った私からのチェックが頻繁に入ります。

「介護職員確保」と云うテーマで講演依頼を受けるこ
とが時々あります。このテーマの最近のトレンドは「介護

の魅力発信」「外国人職員の導入」です。厚労省や行

政の会議でもこんな話ばっかりですが、私は“今働いてく
れている職員”を大切にすることの重要性を話します。

講演の最後には髪型服装自由の話をして、我が施設の
素敵な髪型の職員写真をたくさん観ていただきます。講

演後の懇親会などで、生真面目そうな事務長さんから質

問を受けることがあります。「福祉の仕事なのに金髪で
良いのでしょうか？」この質問にはこう答えます。「高齢

者も家に帰れば金髪のお孫さんがいます。街を歩けば
昭和の時代とは違った外観の方がたくさんいます。老健

だからって地味なスタイルを強要していたら誰も就職しな
くなりますよ。老健をスタイリッシュな職場にしましょう！」。

ここまでお読み頂いた管理職の皆さま、施設職員の髪

型服装の自由化にぜひともシフトしてみてください。
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老健を老健を
スタイリッシュなスタイリッシュな
職場にしよう！ ！職場にしよう！ ！
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